
稲
城
市
立
稲
城
第
三
小
学
校
４
組
の
皆
さ
ん
の
作
品
で
す
。
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市
民
文
化
祭

市
民
文
化
祭

　

毎
年
市
民
が
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
て
行
わ
れ
る
市
民
文
化
祭
は
、

市
民
の
皆
様
が
、
日
頃
研
鑽
に
励
ん

だ
文
化
・
芸
術
活
動
の
発
表
の
場
で

す
。

　

個
性
豊
か
な
作
品
が
勢
ぞ
ろ
い
す

る
展
示
部
門
、
楽
し
く
華
や
か
な
舞

台
発
表
が
目
白
押
し
の
ス
テ
ー
ジ
部

門
、
囲
碁
と
俳
句
の
大
会
も
開
催
い

た
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
展
示
部
門

▽
開
催
期
間　
　

月　

日　

10

21

（金）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜　

日　
23

（日）

▽
会
場　

総
合
体
育
館

○
ス
テ
ー
ジ
部
門

▽
開
催
日

　

月
5
日　

・
6
日　

11

（土）

（日）

　

舞
踊
部
門
、
楽
器
部
門
、
声
楽
部

門
、
バ
レ
エ
・
ダ
ン
ス
部
門

※
申
込
状
況
等
に
よ
り
出
演
日
を
決

定
し
ま
す
。

▽
会
場　

ｉ
プ
ラ
ザ

【
両
部
門
共
通
事
項
】　

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方

▽
参
加
費　

大
人
五
〇
〇
円
（
高
校

生
以
上
）
・
子
ど
も
二
〇
〇
円

▽
申
込
方
法　

6
月　

日　

〜　

日

28

（火）

30

　

の
午
後
1
時
〜
5
時（
時
間
厳
守
）

（木）に
申
込
用
紙
、
参
加
者
名
簿
、
参
加

費
を
添
え
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
（
美
術
全
般
・

書
道
・
華
道
・
茶
道
・
工
芸
・
陶
芸
・

写
真
等
）
で
活
躍
す
る
市
内
及
び
近

隣
在
住
の
芸
術
家
及
び
指
導
的
な
立

場
の
方
々
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▽
開
催
期
間　
　

月　

日　

10

21

（金）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜　

日　
23

（日）

▽
会
場　

総
合
体
育
館

▽
出
展
料　

三
、
〇
〇
〇
円

▽
申
込
方
法　

6
月　

日　

〜　

日

20

（月）

30

　

（
金
・
土
・
日
を
除
く
）
午
後
1

（木）時
〜
5
時
（
時
間
厳
守
）
に
申
込
用

紙
、
出
展
料
を
添
え
て
申
込
み
く
だ

さ
い
。

【
共
通
事
項
】　

▽
申
込
・
問
合
せ　

稲
城
市
民
文
化

祭
・
稲
城
市
芸
術
祭
実
行
委
員
会
事

務
局
《
生
涯
学
習
課
内
（
中
央
文
化

セ
ン
タ
ー
事
務
室
）
月
〜
木
曜
日　

午
後
1
時
〜
5
時
》

※
申
込
用
紙
、
参
加
者
名
簿
用
紙
は

事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

▽
主
催　

稲
城
市
民
文
化
祭
・

稲
城
市
芸
術
祭
実
行
委
員
会
、

稲
城
市
芸
術
文
化
団
体
連
合
会

▽
後
援　

稲
城
市
教
育
委
員
会

市民文化祭の募集内容
備　　考内　　容部門

○規格は自由です
【手工芸】
陶芸、編み物、人形、
藤編み、パッチワークなど

展　　示

○絵画を額に入れて出品す
る場合は大きさＢ3判以内

【児童美術】
絵画、書道、工作、工芸など

○額縁のガラスは不可
【美術】
絵画、書道、写真、彫刻、
水墨画、工作など

○いけばな展の席幅は 
60㎝×50㎝

○盆栽は自分で育てたもの

【生活芸術】
いけばな、茶道、盆栽など

○規格は自由です
【文芸】
俳句、短歌、エッセイ、
創作文など

○緞帳は昇降しません。
○リノリウム、音響反射板
は使用しません。

舞踊部門（日舞など）
バレエ・ダンス部門
楽器部門（太鼓・弦楽器など）
声楽部門（吟詠・合唱・カラオケ

など）

ステージ

○11月3日（木・祝）市民俳句大会
○11月5日（土）市民囲碁大会
※募集・詳細は10月15日号の「ひろば」に掲載

催しもの

図図書書館館シシスステテムムををリリニニュューーアアルルししまますす
リニューアルに伴う全館休館期間リニューアルに伴う全館休館期間　6月23日（木）～6月30日（木）6月23日（木）～6月30日（木）

　中央図書館開館から10年を迎え、
より便利なサービスを目指し、図書館
システムをリニューアルいたします。

▽問合せ　中央図書館

中央図書館に
予約本受取コーナー誕生
　予約本の貸出しをご自身で手続き
できるコーナーです。病気の本など、
人に知られずに借りたいこともある
本でも気
軽に予約
受取がで
きるよう
になりま
す。

全館に子どものための
読書通帳機設置
　本物そっくりの読書通帳に、図書館で借りた本を記
録する事ができます。子どもたちが楽しみながら読書
に親しむ習慣を作るとと
もに、成長の記録にもな
ります。

▽通帳発行対象　市内の
中学生以下の子ども
（在園・在学含む）

※一般の方、市外の方は
対象外

スマートフォンに対応
　画面がスマートフォン対応にな
り、見やすくなります。

ご注意ください
○休館中は、図書館ホームページからの検索・
予約・利用状況照会等は行えません

○リニューアル後はＷｅｂ予約等で使用する
「パスワード」が初期化（登録電話番号の
下4桁）されます。

芸

術

祭

芸

術

祭

　

文
化
香
る
秋
に『
第　

回
ｉ
の
ま
ち
い
な
ぎ
市
民
祭
』

15

の
中
で
開
催
さ
れ
る
稲
城
市
民
文
化
祭
・
稲
城
市
芸
術

祭
の
参
加
者
（
個
人
・
団
体
）
を
募
集
し
ま
す
。

第

回
ｉ
の
ま
ち
い
な
ぎ
市
民
祭

第　

回
ｉ
の
ま
ち
い
な
ぎ
市
民
祭

1515第第

回回

稲稲
城城
市市
民民
文文
化化
祭祭

4488
第第

回回

稲稲
城城
市市
芸芸
術術
祭祭

4422

7月1日7月1日
よりより



中央公民館［東長沼］ 
（生涯学習課） 

1377－2121
6379－0491

第二公民館［矢野口］ 
1378－0567
6378－0568

第三公民館［平　尾］ 
1331－0230
6331－0229

第四公民館［東長沼］ 
1377－4406
6377－4488

城山公民館［向陽台］ 
1379－5411
6379－5288

総合体育館 
1331－7151
6331－7181

稲城長峰スポーツ広場 
1401－3960
6401－3961

体育課 
1378－2111
6379－3600

公民館は駐車場に限り 
がありますので、なる 
べく公共交通機関をご 
利用ください。 

第512号 2016年（平成28年）6月15日 （２）

　

平
尾
地
区
南
部
の
川
崎
市
境
に

中
世
の
塚
と
い
わ
れ
る
入
定
塚
と

十
三
塚
が
あ
り
ま
す
。
中
世
の
時

代
に
築
か
れ
た
塚
は
数
が
少
な
く

貴
重
な
文
化
財
で
す
。

　

入
定
塚
は
一
辺
が
約　

・
8
ｍ

10

の
四
角
形
の
塚
で
、
昭
和　

年
に

34

行
わ
れ
た
東
京
都
教
育
委
員
会
の

調
査
に
よ
る
と
、
室
町
時
代
末
期

の
天
文
5
年
（
1
5
3
6
年
）
に

つ
く
ら
れ
た
塚
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

　

発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
た
遺
物

は 
板  
碑 
9
基
、 
古  
銭 　

枚
、 
鉄  
釘 

い
た 

び 

こ 

せ
ん 

て
つ 
く
ぎ

45

7
本
な
ど
で
、
そ
の
う
ち
の
1
基

の
板
碑
に
「
天
文
五
年 
丙
申 
八
月

ひ
の
え
さ
る

十
五
日　

長

信
法
印
入
定

上
人
」
と
い

う
文
字
が
刻

ま
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
室

町
時
代
末
期
の
天
文
5
年
（
1
5

3
6
年
）
に
、 
長
信 
と
い
う
僧
侶

ち
ょ
う
し
ん

が 
入
定 
（
塚
の
中
に
入
っ
て 
経
文 

に
ゅ
う
じ
ょ
う 

き
ょ
う
も
ん

を 
唱 
え
な
が
ら
修
行
す
る
こ
と
）

と
な

し
た
塚
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　

発
掘
調
査
に
よ
る
と
、
塚
を
掘

り
下
げ
た
中
央
部
か
ら
は
小
石
を

敷
詰
め
た
四
角
形
の 
主  
体  
部 
が
発

し
ゅ 
た
い 

ぶ

見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
主
体

部
は
1
・
8
×
2
・
1
ｍ
の

広
さ
で
、
四
隅
に
柱
を
立
て

て
板
囲
い
の
部
屋
を
作
っ
て

い
た 
痕  
跡 
が
残
っ
て
お
り
、

こ
ん 
せ
き

こ
の
中
で
僧
侶
の
修
行
が
行

わ
れ
た
よ
う
で
す
。
主
体
部

の
南
側
に
は
一
段
高
い 
土  
壇 

ど 

だ
ん

が
つ
く
ら
れ
、
信
仰
の
施
設

で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い

ま
し
た
。

　

入
定
塚
の
す
ぐ
東
側
に 
十
三
塚 

じ
ゅ
う
さ
ん
づ
か

が
あ
り
ま
す
。
川
崎
市
境
の
尾
根

上
に
、
高
さ　

㎝
か
ら
1
5
0
㎝

25

程
の
小
さ
な　

基
の
塚
が
一
直
線

13

に
並
ん
で
い
ま
す
。　

基
の
な
か

13

で
は
中
央
部
の
塚
が
一
つ
だ
け
高

く
典
型
的
な
十
三
塚
の
形
を
し
て

い
ま
す
。
昭
和　

年
と　

年
に
発

34

43

掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
遺

物
は
何
ひ
と
つ
発
見
さ
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
他
地
域

の
調
査
事
例
な
ど
か
ら
、
入
定
塚

と
同
時
期
の
中
世
の
供
養
塚
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
十
三

塚
は
、
山
林
の
深
い 
藪 
の
な
か
に

や
ぶ

あ
り
、
残
念
な
が
ら
塚
の
形
状
を

確
か
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

郷
土
資
料
室
で
は
、
入
定
塚
と

十
三
塚
の
写
真
や
実
測
図
を
展
示

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

郷
土
資
料
室

▽
場
所　

ふ
れ
ん
ど
平
尾
2
階

（
平
尾
1
の
9
の
1
）

▽
開
館　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▽
休
館
日　

月
曜
日
、
年
末
年
始

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

郷
土
資
料
室
だ
よ
り
�　
 

 
入  
定  
塚 
と 
十  
三  
塚 

に
ゅ
う 

じ
ょ
う 

づ
か 

じ
ゅ
う 

さ
ん 

づ
か

72

成人式実行委員を募集します!成人式実行委員を募集します !

　

市
内
に
あ
る
文
化
財
の
保
護
や
郷

土
資
料
室
事
業
な
ど
に
協
力
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
人
材
の
養
成
を
目
的

と
し
て
、
文
化
財
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
今
回
は
稲
城
市
と
周
辺
地
域
を

中
心
と
す
る
中
世
・
近
世
の
歴
史
を

学
習
し
ま
す
。

稲
城
市
立
公
民
館
主
催
講
座

夏夏
のの
家家
庭庭
教教
育育
講講
座座
第第
11
弾弾

「
家
族
で
実
験
！

「
家
族
で
実
験
！

の
み
も
の
の

　

の
み
も
の
の

甘
さ
く
ら
べ
」

甘
さ
く
ら
べ
」

　

み
ん
な
が
大
好
き
な
ジ
ュ
ー
ス
や

ア
イ
ス
。
そ
の
中
に
は
ど
れ
く
ら
い

の
『
糖
分
』
が
含
ま
れ
て
い
る
で
し

ょ
う
？
ご
家
族
で
一
緒
に
実
験
し
な

が
ら
答
え
を
探
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
期
日　

7
月　

日　
16

（土）

▽
時
間　

午
前　

時
〜　

時
半

10

11

▽
会
場　

第
四
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
・
定
員　

市
内
在
住
の
小
学

生
と
そ
の
家
族　
　

組
（
1
家
族
3

10

人
以
上
に
な
る
と
き
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
）

▽
講
師　

澤
木
佐
重
子
氏
（
東
京
都

消
費
者
啓
発
員
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
方
法　

6
月　

日　

午
前　

16

（木）

10

時
か
ら
電
話
・
来
館
に
て
受
付
（
先

着
順
）

▽
そ
の
他　

糖
度
測
定
を
し
ま
す
が
、

試
飲
は
行
い
ま
せ
ん
。

▽
申
込
・
問
合
せ　

第
四
公
民
館

▲平尾の入定塚

▽
日
時　

左
表
の
と
お
り

▽
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー

▽
テ
ー
マ　

「
資
料
か
ら
見
た
稲
城

の
歴
史
」

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
費
用　

無
料

▽
申
込
・
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

文化財講座の内容

内容講師日時

「稲城地域の宗教文
化」
（古代から中世近世の
宗教活動、多摩川流域
の寺院の状況、僧侶た
ちの活動など）

皆川　義孝氏
駒沢女子大学 
准教授

6月26日（日）
午前10時～正午

「稲城市上平尾出土の
伊奈石製中世石造物」
（稲城市域で発見され
た中世の伊奈石製石造
物（板碑など）につい
て）

坂本　彰氏
玉川文化財研究所 
調査員

7月2日（土）
午前10時～正午

「江戸時代の多摩川と
暮らし1・2」
（多摩川の流路変遷と
押立村、川漁と上ヶ鮎
御用、多摩川の渡船場
など）
※各回別の内容となっ
ております。

桜井　昭男氏
稲城市文化財保護
審議会会長

7月9日（土）
午前10時～正午

7月17日（日）
午前10時～正午

▲

昨
年
度
の　
　
　

　

成
人
式
実
行
委
員

　

市
内
す
べ
て
の
小
学
校
（　

校
）

12

の
全
学
年
を
対
象
に
、
「
放
課
後
子

ど
も
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

利
用
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

　

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
は
学
校

と
は
別
の
事
業
で
す
の
で
、
問
い
合

わ
せ
は
各
小
学
校
で
は
な
く
、
下
表

の
放
課
後
子
ど
も
教
室
連
絡
先
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
実
施
日
時　

○
学
校
で
授
業
や
行
事
が
あ
る
日（
平

日
、
土
曜
授
業
が
あ
る
日
）
…
放
課

後
〜
午
後
5
時

○
学
校
が
お
休
み
の
日
（
土
曜
日
、

長
期
休
業
日
な
ど
）
…
午
前
8
時
半

〜
午
後
5
時

▽
休
み
の
日　

日
曜
日
、
国
民
の
祝

日
に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
休
日
、

年
末
年
始
及
び
そ
の
他
市
長
が
認
め

た
日

▽
内
容　

体
育
館
や
教
室
で
、
ス
タ

ッ
フ
（
安
全
管
理
員
）
が
見
守
る
な

か
で
、
自
主
的
に
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
室

内
ゲ
ー
ム
、
学
習
等
を
し
て
過
ご
し

ま
す
。

※
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
は
学
校

施
設
を
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安

心
し
て
放
課
後
の
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
居
場
所
を
提
供
す

る
事
業
で
す
。
就
労
等
を
し
て
い
る

保
護
者
に
代
わ
り
、
子
ど
も
を
お
預

か
り
し
て
育
成
す
る
学
童
ク
ラ
ブ
と

は
性
質
が
異
な
り
ま
す
。

※
放
課
後
子
ど
も
教
室
へ
の
入

室
、
退
室
及
び
帰
宅
は
児
童
一

人
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
参
加
費　

無
料
（
た
だ
し
登

録
に
あ
た
り
、
保
険
料
（
年
額

八
〇
〇
円
）
の
実
費
負
担
が
必

要
で
す
。
）

■
放
課
後
子
ど
も
教
室
へ
の
登

録
　

保
護
者
等
が
登
録
申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
保

険
料
及
び
登
録
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

各
月
の　

日
（
た
だ

18

し
、　

日
が
土
･
日
・
祝
日
の
場
合

18

は
直
前
の
平
日
）
ま
で
に
申
し
込
み

手
続
き
を
し
た
場
合
、
そ
の
翌
月
か

ら
参
加
で
き
ま
す
。

▽
受
付
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
5

時
※
昼
休
み
（
正
午
〜
午
後
1
時
）

を
除
く

▽
受
付
場
所　

生
涯
学
習
課

▽
提
出
物　

①
登
録
申
請
書
②
保
険

料
（
児
童
一
人
あ
た
り
八
〇
〇
円
）

放課後子ども教室連絡先
連絡先学校名

070－2190－6620稲城第一小学校
080－1003－4887稲城第二小学校
070－2190－6621稲城第三小学校
070－2190－6622稲城第四小学校
070－2190－6623稲城第六小学校
070－2190－6624稲城第七小学校
080－1003－6169向陽台小学校
070－2190－6625城山小学校
080－9370－2076長峰小学校
080－1003－6645若葉台小学校
070－2190－6626平尾小学校
080－1003－6976南山小学校

放
課
後

放
課
後

子
ど
も
教
室
の

子
ど
も
教
室
の

ご
案
内

ご
案
内

文化財講座文化財講座
稲城の稲城の歴史と文化財を歴史と文化財を

学習しよう学習しよう

　新成人の皆さん、成人式を自分たちの手で企画・運営してみ
ませんか。チャレンジ精神あふれる方の参加をお待ちしていま
す。

▽対象　平成8年4月2日～平成9年4月1日生まれの市内在住者

▽定員　10人程度

▽内容　8月以降に計6回程度開催する実行委員会での企画立
案の他、事前準備、式典の運営等

▽申込期限　7月15日（金）までに電話で応募してください。

▽問合せ　生涯学習課
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プ
ー
ル
安
全
管
理
に
関
す
る
知
識

や
技
術
の
習
得
を
目
的
と
し
た
講
習

会
を
行
い
ま
す
。

▽
期
日　

7
月
2
日　
（土）

▽
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
1
時

▽
会
場　

【
講
義
】
総
合
体
育
館
、

【
実
技
】
長
峰
小
学
校

▽
講
師　

齋
藤　

和
久
氏
（
日
本
赤

十
字
水
上
安
全
法
指
導
員
）

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
中
学
校
卒
業
以
上
の
方

▽
定
員　
　

人
（
申
込
者
多
数
の
場

45

合
は
抽
選
）

▽
内
容　

講
義
と
実
技
に
よ
る
、
プ

ー
ル
安
全
管
理
の
知
識
・
技
術
の
習

得
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
を
含
む
）

プ
ー
ル
安
全
管
理

プ
ー
ル
安
全
管
理

講
習
会

講
習
会

　

ス
ポ
ー
ツ
教
室
で
、
健
康
・
体
力

づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の

方
も
大
歓
迎
で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
内
容　

下
表
の
と
お
り

▽
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
希
望
教

室
を
記
入
し
て
、
総
合
体
育
館
に
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
各
教
室
1
人
に

つ
き
一
枚
必
要
で
す
。
※
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

▽
申
込
期
日　

6
月　

日　

必
着

25

（土）

▽
主
催　
（
公
財
）い
な
ぎ
グ
リ
ー
ン

ウ
ェ
ル
ネ
ス
財
団

▽
申
込
・
問
合
せ　

総
合
体
育
館

〒　

・　

稲
城
市
長
峰
1
の
1

206

0821

　

ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
、
各
種
教
室

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
内
容　

下
表
の
と
お
り

▽
持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装
、
タ

オ
ル
、
飲
み
物
、
運
動
シ
ュ
ー
ズ
※

②
〜
⑧
の
事
業
の
み

▽
申
込
方
法　

③
〜
⑦
：
事
前
申
込

な
し
、
参
加
当
日
先
着
順　

⑧
〜
⑨
：
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
住

所
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
メ
ー

ル
ま
た
は
直
接
窓
口
で
申
込
※
7
月

　

日　

締
切

20

（水）

▽
申
込
期
日　

③
〜
⑦
：
各
事
業
当

日
の
開
始　

分
前
か
ら　

⑧
〜
⑨
：

30

6
月　

日　

か
ら

16

（木）

▽
主
催　

東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
グ
ル
ー

プ▽
申
込
・
問
合
せ　

稲
城
長
峰
ス
ポ

ー
ツ
広
場　

in
fo
@
in
a
g
in
a
g
a

m
ine

‐ sportsfield.jp

　

平
成　

年
4
月　

日
発
行
生
涯
学

28

15

習
だ
よ
り
ひ
ろ
ば
（
1
面
）
の
、
小

学
校
体
育
館
個
人
開
放
の
記
事
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
誤
り
の
あ
っ
た

若
葉
台
小
学
校
と
平
尾
小
学
校
の
正

し
い
開
放
日
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

お
詫
び
し
て
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

▽
参
加
費　

無
料

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
水
着
、
タ

オ
ル

▽
申
込
方
法　

電
話
、
体
育
課
窓
口

又
は
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
年

齢
を
明
記
の
上
メ
ー
ル
で
申
込
み

▽
申
込
期
日　

6
月　

日　

必
着

23

（木）

▽
申
込
・
問
合
せ　

体
育
課

メ
ー
ル taiiku@

city.inagi.lg.jp

受講料対象定員時間日程（回数）教室名

2,980円

市内在住・在勤・
在学、16歳以上
の方
（ただし中学生
は保護者同伴に
限り参加可）

20人午後7時
　～9時

土曜日（8回）
7月16・23・30日
8月6・13・20・27日
9月3日

初級
弓道教室

100円

市内在住
幼児
（5歳～6歳）

20人午後1時
　～2時7月27日（水）体操教室

（幼児）

市内在住
小学1～3年生20人午後2時15分

　～3時半7月27日（水）体操教室
（小学生）

受講料対象定員時間日程（回数）教室名

－どなたでも－－6月中環境ポスター展①

1回
500円

高校生以上
の方

30人
（先着順）午後7時～9時毎週金曜日

（6月17日～）
一般公開個人参加 
フットサル②

60歳以上
の方20人午前11時半

～午後0時15分
火曜日（4回）
6月21・28日
7月5・12日

足腰げんき教室③

高校生以上
の方15人午後1時半～2時半

水曜日（6回）
6月22・29日
7月6・13・20・27日

リラックス・ヨガ教室④

母親20人午前10時～11時
金曜日（4回）
6月24日
7月1・8・15日

お母さんサッカー教室⑤

無料どなたでも50人午前10時～正午6月30日（木）
※雨天中止エコウォーク⑥

1回
500円

40歳以上
の方15人午前11時45分

～午後0時15分
木曜日（4回）
7月7・14・21・28日メタボ解消教室⑦

500円
小学生

50人午前9時～11時7月27日（水）
※雨天中止子どもかけっこ教室⑧

400円15人午後1時半～2時半7月28日（木）紫外線ブレスレット作り⑨

6月～7月の開放校の日程

平尾小学校若葉台小学校
開放校

月日
○○6／18
○×6／25
○○7／  2  
×○7／  9  
○○7／16
○×7／23
○○7／30

○…体育館開放日　×…開放中止日
※開放予定日でも都合により、開放を中止
する場合がありますのでご了承ください。

あ
つ
ま
れ

あ
つ
ま
れ

 

稲
城
長
峰

稲
城
長
峰

ス
ポ
ー
ツ
広
場

ス
ポ
ー
ツ
広
場

お
詫
び
と
訂
正

ススススススススススススススススススススススススススススススススス
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
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集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

プ

ラ

ザ

主

催

事

業

ク
ラ
ブ

ク
ラ
ブ 

ク
ラ
ブ 

ク
ラ
ブ 

総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域

合
型
地
域
スススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツツ
クククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククク
ララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララ
ブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

参
加
者
募
集

　

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
1
本
の
み
を
使
用

し
て
、
羽
根
付
き
の
ボ
ー
ル
を
マ
ッ

ト
上
で
打
ち
、
傘
を
逆
さ
に
し
た
形

状
の
網
の
ホ
ー
ル
に
入
れ
て
打
数
を

競
う
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

▼
期
日　

6
月　

日　

以
後
、
毎
週

22

（水）

水
曜
日
（
雨
天
時
は
中
止
）

▼
時
間　

午
前
9
時
半
〜　

時
半

11

▼
会
場　

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
対
象　
　

歳
以
上

60

▼
参
加
費　

会
員
1
回
一
五
〇
円
、

一
般
1
回
二
五
〇
円

▼
持
ち
物　

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
ウ
ェ

ッ
ジ
）
、
飲
み
物
、
運
動
靴

▼
申
込
期
間　

開
催
日
の
前
日
ま
で

水
泳
教
室

参
加
者
募
集

▼
期
日　

7
月　

日　

、
8
月　

日

23

（土）

13

　

※
荒
天
時
は
中
止

（土）▼
時
間　

午
前　

時
〜
正
午
（
受
付

10

は
9
時
半
か
ら
）

▼
会
場　

長
峰
小
学
校

▼
対
象　

小
学
生
以
上

▼
定
員　

各
回　

人
（
先
着
順
）

30

▼
講
師　

日
本
赤
十
字
水
上
安
全
法

指
導
員
、
日
本
体
育
施
設
協
会
水
泳

指
導
管
理
士　

他

▼
会
費　

会
員
1
回
八
五
〇
円
、
一

般
1
回
一
、
〇
五
〇
円

▼
持
ち
物　

水
着
、
キ
ャ
ッ
プ
（
名

前
明
記
）
、
ゴ
ー
グ
ル
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物

▼
申
込
期
間　

6
月　

日　

か
ら

16

（木）

【
共
通
事
項
】

▼
申
込
・
問
合
せ　

事
業
名
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
（
緊
急
時
用
）
、

年
齢
（
小
中
学
生
の
場
合
は
学
年
）、

性
別
、
水
泳
教
室
は
希
望
日
と
ど
の

程
度
泳
げ
る
か
を
記
入
の
上
、
メ
ー

ル
に
て
申
し
込
み
、
メ
ー
ル
送
信
不

可
の
方
の
み
電
話
可

メ
ー
ル inagi

‐ i.club@
nifty.com

1（　

）8
8
6
6
（
火
〜
金　

正
午

331
〜
午
後
4
時
）

■
教
育
委
員
会

第
5
回
定
例
会
＝
5
月　

日
24

1.   
教
育
行
政
報
告　

2.   
議
案

（
可
決
）
平
成　

年
度
教
育
費
補

28

正
予
算
案
（
第
1
号
）
の
提
出
に

つ
い
て
、
稲
城
市
立
公
民
館
運
営

審
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
、

稲
城
市
立
図
書
館
協
議
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て
、
平
成　

年
度
使

29

用
稲
城
市
立
小
・
中
学
校
特
別
支

援
学
級
教
科
用
図
書
採
択
要
領
に

つ
い
て
、
平
成　

年
度
使
用
稲
城

29

市
立
小
・
中
学
校
特
別
支
援
学
級

教
科
用
図
書
の
調
査
・
研
究
の
諮

問
に
つ
い
て

第
6
回
定
例
会
＝
6
月　

日　
21

【
問
合
せ
】

　

教
育
総
務
課
（
内
線
6
1
3
）

■
社
会
教
育
委
員
の
会
議
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講座はメール・往復はがき・来館申込、公演チケットはインターネット・電話・来館で予約・購入できます。
※その他詳細については、ｉプラザホームページ（http://www.iplaza.inagi.tokyo.jp/）及び市内公共施設に
置いてある「ｉプラザインフォメーション」等をご参照ください。

▽問合せ　稲城市立ｉプラザ　1042－331－1720

ｉプラザ公式Facebookもぜひご覧ください。http://www.facebook.com/inagi.iplaza

生涯学習・コミュニティ事業
募集
締切対象・定員日時講座名・受講料（無料）

7
／　
（
木
）必
着

21
【対象】高校生
～おおむね35
歳位までの方

【定員】20人

①8月  7  日（日）
②8月14日（日）

各日午後1時～
2時半予定
※途中休憩あり

国際理解講座〈全2回〉
「世界の中の私たち～「知る」から始める、国際協力」
同じ時代を生きる私たちが、よりよく生きていくために、どんなこと
が必要なのでしょうか。今回は、青年海外協力隊とシニア海外ボラン
ティアで活動された方を講師に迎え、それぞれの活動経験やそれらを
通じて見えてきたことなどをお話しいただきます。この機会に、私た
ちの暮らしやこれからの進路について、少し考えてみませんか。
講師：①青年海外協力隊員②シニア海外ボランティア経験者

ホール事業　保育申込・問合せ（マザーズ）：0120－788－222（平日午前10時～正午／午後1時～5時）
内容と特色料金等日時公演名

演奏、作詞、執筆、演出にも才能を発揮するオペラ歌手宮本益光が、
同じく、多才な作曲家であり、ピアニストでもある加藤昌則とともに
贈るデュオ・コンサート。魅惑のバリトン、演奏とトークを楽しみな
がら、音楽について学ぶこともできるコンサートです。
【出演】宮本益光（バリトン）、加藤昌則（作曲／ピアノ）
【曲目（予定）】荒城の月、花（瀧廉太郎）、からたちの花Ⅱ（山田
耕筰）、さびしいカシの木（木下牧子）、レモン哀歌、遠い空の下で、
もしも歌がなかったら（加藤昌則）、魔王（シューベルト）、「カル
メン」より　闘牛士の歌（ビゼー）他

全席指定
3,000円

※入場6歳
以上

7月30日（土）
午後2時開演
（午後1時半
開場）

※チケット
　販売中

宮本益光＆
加藤昌則
デュオ・
コンサート

▲講習会の様子
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基基 本本 方方 針針
　稲城市教育委員会は、「教育目標」を達成するため、以下の「基本方針」及び教育施策の方向を定め、総合的に教育施策を推進します。

基本方針1 「人権尊重の精神」と「社会貢献の精神」の育成
　すべての大人と子供が、人権尊重の理念を正しく理解するとともに、生命を尊重し、思いやりの心や社会生活のルールを身に付け、社会
に貢献しようとする精神を育みます。そのために、人権教育、道徳教育及びふるさと稲城への愛着や誇りを育む教育と機会、未来を生きぬ
く力を育てるための地域・社会体験や自然体験、交流活動などを充実します。

基本方針2 「豊かな個性」と「創造力」の伸長
　ますます加速する国際化社会に生き、その変化や課題に主体的に対応できるよう、子供たち一人ひとりの思考力、判断力、表現力などを
育みます。そのために、学力の向上を図るとともに、将来にわたって子供たちが個性と創造力を伸ばすために、知･徳･体の調和のとれた教
育を推進します。

基本方針3 「学校経営の改革」と「市民の教育参画」の推進
　稲城らしさに立脚した市民感覚を重視し、子供、保護者、地域にとって魅力ある教育を発信する透明性の高い、開かれた学校を創造しま
す。そのために、地域の特性を踏まえつつ、広域的な視点に立ち、自律的な学校経営の改革を支援するとともに、大学などとの連携や広く
市民の教育参画を推進します。

基本方針4 「生涯学習」と「伝統・文化・スポーツ」の振興
　少子高齢化社会の中で、個人の生活を充実させ、世代を越えたコミュニティを形成し、活力ある社会を築いていける力を育みます。その
ために、市民が生涯を通じて、自ら学び、伝統を尊び、文化や読書・スポーツに親しみ、学んだことや経験を社会へ活かすことのできる機
会を充実します。

　教育の目的は、人格の完成をめざし、平和で民主的な国家および社会の形成者として必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育
成にあります。
　本市では、家庭を教育の基盤としながら、幼児期から青年期までの年代の子供たちが、さまざまな取組みを通じて、将来を生きぬく
力をもった、地域・社会に貢献できる人間の育成をめざします。
　学校教育においては、知・徳・体の研さんに励むとともに、互いの人格を尊重し、思いやりと規範意識のある人間をめざします。
　また、市民一人ひとりが自己の人格を磨き、豊かな人生を送ることができるよう、その生涯にわたってあらゆる機会に、あらゆる場
所において学習する意欲をもち、またその成果を社会の持続的発展と地域貢献のために活かすことができる人間をめざします。

教教 育育 目目 標標
○互いの人格を尊重し、思いやりと規範意識のある人間
○社会の一員として、持続発展可能な社会や地域に貢献できる人間
○自ら考え判断し行動する、個性と創造力豊かな人間

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成222222222222222222222222222222 888888888888888888888888888888年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度 稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城城市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標平成28年度　稲城市教育委員会教育目標平成28年度 稲城市教育委員会教育目標平成28年度　稲城市教育委員会教育目標

稲稲城城市市ににおおけけるる持持続続発発展展教教育育（（ＥＥＳＳＤＤ））のの理理念念をを生生かかししたた
オオリリンンピピッックク・・パパララリリンンピピッックク教教育育のの推推進進

実施内容（例）
①オリンピズムやパラリンピックの精神の学習（各教科、道徳、総合的な学習の時間、
特別活動におけるオリンピック・パラリンピックに関する学習）
②スポーツへの興味・関心を高めるとともに、体力・運動能力を向上する取組（体育・
保健体育授業の充実、アスリート等による専門的指導・実演・講演、体育的行事に
おける取組、日常的・継続的な体育活動）
③パラリンピックに関する学習や障害者スポーツの体験による人間理解（アスリート
等の講演、アスリート等との交流活動、社会の在り方についての問題解決学習）
④日本人としてのアイデンティティ確立を目指す学習（伝統文化についての体験学習、
礼儀・作法やおもてなしの心についての学習、外国人への日本文化の紹介、国際的
なマナーについての学習）
⑤国際理解教育の推進（諸外国の歴史・文化の調べ学習、英語教育の充実、インター
ナショナルスクール等の国際的機関や地域の国際理解推進団体等との交流活動）
⑥地域のスポーツ大会やスポーツイベント、地域行事への参加による体験的学習
【稲城市としての特色ある取組】
　○稲城で開催される競技種目に関する学習
　○地域の国際理解推進団体と連携した国際理解教育、外国人との交流活動
　○稲城市総合グラウンド等、本市の施設や環境を活用した取組
　○地域の専門家を活用した日本の伝統文化、礼儀・マナーに関する学習
　○野沢温泉村出身のアスリートとの交流活動、野沢温泉村の人々に学ぶおもてなし

の精神・心についての学習

実施についての基本的視点
○児童・生徒がオリンピズムやパラリンピックの精神について深く理解
することにより、「平等性・多様性・普遍性」を尊重しその観点から
スポーツ競技やスポーツ大会についても考察・対応・参加する姿勢と
能力を育成する。

○稲城に生まれ育ち、学び暮らす子供たちが、同世代の仲間とともに
2020年東京大会開催に向けた機運を共有することにより、仲間と共
に積極的に東京大会に関ろうという意欲をもち、自らができる役割を
担う自覚をもつことを目指す。

○東日本大震災からの復興、経済や少子高齢化の問題、環境問題等の現
在の我が国の課題を解決しながら2020年東京大会に向かう時代を子
供たちが実感し、開催後もこの期間の国の動きを振り返り、その後の
我が国をどうつくっていくかについて、自らの課題意識をもち課題解
決のため実践する意欲と力を育成する。

○各学校が推進するＥＳＤに関する教育活動（環境教育、国際理解教育、
人権教育、防災教育、健康教育等）に取り組む際には、オリンピック・
パラリンピックの精神の育成を図るよう、両者の関連付けを図る。

ＥＳＤの理念を生かした稲城市の
オリンピック・パラリンピック教育の目標

　スポーツに親しむことにより心身の調和的発達を遂げるとともに、オ
リンピック・パラリンピックの歴史・意義や国際親善などその果たす役
割を正しく理解し、我が国と世界の国々の歴史・文化・習慣などを学び
交流することを通して国際理解を深め、進んで平和な社会の実現に貢献
することができる児童・生徒を育成する。

【稲城市教育委員会としての取組】
○稲城市小学校駅伝大会
○稲城市中学校連合ロードレース大会
○野沢温泉村宿泊体験学習におけるアスリート講演会（中学校）

　平成28年度の稲城市教育委員会教育目標と、本市の教育の特色であるオリンピック・パラリンピック教育
推進の方針についてお知らせします。
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入
く
だ
さ
い
。
参
加
者
に

は
7
月　

日
頃
、
組
合
せ
表
を
郵
送

22

し
ま
す
。
▼
口
座
番
号　

0
0
1
7

0 －  
3 －  
6
0
2
1
8
5
▼
口
座
名 

義　

稲
城
市
ゴ
ル
フ
協
会
▼
申
込
期

日　

6
月　

日　

か
ら
▼
問
合
せ　

16

（木）

中
村
1　
（
4
3
9
0
）8
3
9
0

090

一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
や
ろ
う
よ

青
葉
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

▼
期
日　

毎
週
火
・
土
・
日
曜
日
▼

時
間　

午
後
4
時
〜
6
時（
火
曜
日
）、

午
後
1
時
半
〜
5
時
（
土
曜
日
）
、

午
後
1
時
〜
3
時
半
（
日
曜
日
）
▼

会
場　

青
葉
幼
稚
園
（
火
曜
日
）
、

稲
城
第
二
小
学
校
・
稲
城
第
四
小
学

サ
ッ
カ
ー
好
き
な
子
あ
つ
ま
れ

長
峰
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

▼
期
日　

毎
週
日
曜
日
、
隔
週
土
曜

日
▼
会
場　

長
峰
小
学
校
▼
対
象　

幼
児
〜
小
学
生
▼
会
費　

幼
児　

五

〇
〇
円
（
月
額
）
、
小
学
生　

一
、

五
〇
〇
円
（
月
額
）
▼
そ
の
他　

無

料
体
験
随
時
受
付
中
、
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ http://w

w
w
.naga

m
inefc.com

▼
連
絡
先　

小
田
1

　
（
3
3
4
4
）5
0
8
7

090お
習
字
始
め
ま
せ
ん
か

教
育
習
字
中
央
支
部

▼
期
日　

第
一
・
第
三
木
曜
日
▼
時

間　

午
後
1
時
〜
3
時
▼
会
場　

中

央
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

成
人
▼

会
費　

一
、
〇
〇
〇
円
（
月
額
）
▼

入
会
金　

一
、
五
〇
〇
円
▼
そ
の
他 

テ
キ
ス
ト
代
別
途
▼
連
絡
先　

松
井

1（　

）7
5
1
1

378
絵
画
の
制
作
や
鑑
賞
に

　

興
味
の
あ
る
方
を

募
集
し
ま
す

稲
彩
会

▼
期
日　

毎
週
木
曜
日
▼
時
間　

午

前　

時
〜
午
後
0
時
半
▼
会
場　

中

10
央
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

ど
な
た

で
も
▼
会
費　

三
、
〇
〇
〇
円
（
月

額
）
▼
入
会
金　

一
、
五
〇
〇
円
▼

そ
の
他　

ブ
ロ
グ
は
「 
稲  
彩  
会 
」
で

と
う 
さ
い 
か
い

検
索
で
き
ま
す
▼
連
絡
先　

栗
林
1

（　

）5
4
7
0

378皆
で
楽
し
く
い
け
花
を

生
け
花
き
き
ょ
う
会

▼
期
日　

第
二
・
第
四
水
曜
日
▼
時

間　

午
後
1
時
半
〜
3
時
▼
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

ど
な

た
で
も
▼
会
費　

一
、五
〇
〇
円（
月

額
）
▼
そ
の
他　

花
代
別
途
▼
連
絡

先　
 
先
生 
1（　

）5
5
7
7

せ
ん
じ
ょ
う

377

英
会
話
力
を

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
ま
せ
ん
か

ス
パ
ロ
ー
ズ

▼
期
日　

月
2
回
火
曜
日
▼
時
間　

午
後
8
時
〜
9
時
半
▼
会
場　

第
四

文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

中
学
生
程

度
の
英
語
を
理
解
し
て
い
る
方
▼
会

費　

四
、
〇
〇
〇
円
（
月
額
）
▼
そ

の
他　

講
師
は
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
イ
ギ
リ
ス
の
方
で
す
。

▼
連
絡
先　
 
瀬  
古  
口 
1　

（
6
5
2

せ 

こ 

ぐ
ち

090

8
）
3
8
8
6

太
極
拳
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

稲
城
ヘ
ル
シ
ー
太
極
拳

▼
期
日　

第
一
・
二
・
四
日
曜
日
▼

時
間　

午
前　

時
〜　

時
半
▼
会
場 

10

11

第
二
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

ど
な

た
で
も
▼
会
費　

一
、五
〇
〇
円（
月

額
）
▼
そ
の
他　

体
験
無
料
▼
連
絡

先　

大
菊
1（　

）2
7
0
2
（
午
後

378

6
時
か
ら
8
時
の
間
）

ヨ
ガ
セ
ラ
ピ
ー
で

　

ス
ト
レ
ス
解
消

免
疫
力
ア
ッ
プ

シ
ャ
ン
テ
ィ
・
ヨ
ー
ガ
の
会

▼
期
日　

毎
週
木
曜
日
▼
時
間　

午

後
7
時
〜
8
時　

分
▼
会
場　

城
山

45

文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

成
人
▼
会

費　

三
、
〇
〇
〇
円
（
月
額
）
▼
そ

ゆ
る
り
と
流
れ
る
空
間
で

心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

ら
く
ら
く
ヨ
ガ

▼
期
日　

毎
月
第
一
・
三
金
曜
日
▼

時
間　

午
後
0
時　

分
〜
2
時　

分

50

20

▼
会
場　

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対

象　

ど
な
た
で
も
▼
会
費　

一
、
五

〇
〇
円
（
月
額
）
▼
講
師　

青
木　

薫
氏
▼
連
絡
先　

城
所
1　

（
1
4

090

3
9
）
3
5
1
4
（
午
後
6
時
か
ら

8
時
）

講
座
を
受
け
ま
せ
ん
か
。

▼
期
日　

7
月
9
日　

▼
時
間　

午

（土）

前
9
時
〜
正
午
▼
会
場　

稲
城
消
防

署
▼
内
容　

心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
手
順
▼
参
加
費　

無
料
▼
対
象 

ど
な
た
で
も
（
先
着　

人
）
▼
そ
の

20

他　

飲
み
も
の
を
持
参
の
上
、
動
き

や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
先
・
問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ふ
れ

あ
い
広
場
ポ
ー
ポ
ー
の
木
1（　

）3
379

3
7
3
（
月
〜
金　

午
前
9
時
〜
午

後
5
時
）

▼
期
日　

7
月　

日（
月
・
祝
）▼
時

18

間　

開
演
午
後
2
時
（
開
場
午
後
1

時
半
）
▼
会
場　

平
尾
小
学
校
体
育

館
▼
対
象　

ど
な
た
で
も
▼
参
加
費 

大
人
一
、
〇
〇
〇
円
（
高
校
生
以
下

無
料
）
▼
Ⅰ
部　

言
葉
と
歌
と
詩
、

Ⅱ
部　

オ
ペ
ラ
歌
手
川
上
真
澄
氏
▼

連
絡
先　

佐
藤
1（　

）7
5
6
8

331

校
・
稲
城
第
七
小
学
校
・
稲
城
第
四

中
学
校
・
多
摩
川
緑
地
公
園
（
土
・

日
曜
日
）
▼
対
象　

小
学
生
▼
会
費 

1
〜
3
年
生　

一
、
〇
〇
〇
円
（
月

額
）
、
4
〜
6
年
生　

二
、
〇
〇
〇

円
（
月
額
）
※
幼
児
ク
ラ
ス
あ
り
▼

連
絡
先　

池
田
1（　

）4
0
9
0

379

の
他　

体
験
可
▼
連
絡
先　

玉
田
1

（　

）3
7
8
2

378

心
も
身
体
も 
緩 
み
ま
す

ゆ
る

体
を
ほ
ぐ
す
呼
吸
法
「
和
」

▼
期
日　

毎
週
火
曜
日
▼
時
間　

午

後
3
時
〜
4
時
半
▼
会
場　

第
三
文

化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

成
人
▼
会
費 

二
、
〇
〇
〇
円
（
月
額
）
▼
連
絡
先 

上
原
1（　

）0
1
8
0

331

ラ
ズ
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
を作
ろ
う

「
い
な
ぎ
め
ぐ
み
の
里
山
」で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
な
ぎ
里
山
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ク

　

国
産
で
は
珍
し
い
ラ
ズ
ベ
リ
ー
は
、

生
食
は
も
ち
ろ
ん
、
甘
酸
っ
ぱ
さ
と

香
り
が
ジ
ャ
ム
に
最
適
な
品
種
で

す
。

▼
期
日　

6
月　

日　

▼
時
間　

午

26

（日）

前　

時
〜
午
後
1
時
頃
▼
会
場　

い

10
な
ぎ
め
ぐ
み
の
里
山
（
百
村
・
妙
見

寺
先
）
※
現
地
集
合
（
車
不
可
、
京

王
相
模
原
線
稲
城
駅
か
ら
徒
歩
約　
15

分
）
▼
定
員　
　

家
族
（
先
着
順
）

25

▼
参
加
費　

1
家
族
一
、
五
〇
〇
円

（
ラ
ズ
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
3
瓶
付
き
）

▼
申
込
期
限　

6
月　

日　

▼
申
込
、

25

（土）

連
絡
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
な
ぎ
里
山

グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ク
1（　

）1
4
0
5
、

379

http://inagi

‐ greenw
ork.com

/

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

「
一
日
体
験
教
室
」

大
丸
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
同
好
会

　

楽
し
い
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
一
度
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
日　

6
月　

日　

▼
時
間　

午

26

（日）

前　

時
〜
正
午
▼
会
場　

大
丸
地
区

10
会
館
※
駐
車
場
あ
り
▼
対
象　
　

歳
60

以
上
の
方
▼
講
師　

湯
浅　

弘
氏（
日

本
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会　

公
認
指
導

員
）
▼
参
加
費　

無
料
▼
そ
の
他　

直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
▼

連
絡
先　

松
井
1（　

）0
9
0
4

377

第　

回
稲
城
市
合
唱
祭

43

稲
城
市
合
唱
協
会

　

市
内
で
活
動
し
て
い
る
合
唱
団
が

集
ま
り
ス
テ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
す
。

▼
期
日　

7
月
3
日　

▼
時
間　

開

（日）

演
午
後
1
時
（
開
場
午
後
0
時
半
）

▼
会
場　

ｉ
プ
ラ
ザ
▼
対
象　

ど
な

た
で
も
▼
参
加
費　

無
料
▼
そ
の
他 

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。▼
連
絡
先　
 
吉  
成 
1（　

）

よ
し 
な
り

378

6
6
9
5

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
ｉ

▼
期
日　

毎
月
第
一
・
三
土
曜
日
▼

時
間　

午
後
1
時
〜
3
時
▼
会
場　

城
山
文
化
セ
ン
タ
ー
他
▼
対
象　

ど

な
た
で
も
▼
会
費　

一
、
〇
〇
〇
円

（
年
額
）
▼
そ
の
他　

発
表
会
費
別

途
▼
連
絡
先　

岡
崎
1（　

）5
9
0

378

0
　

市
内
で
活
動
し
て
い
る
社
会
教
育

関
係
団
体
の
「
催
し
物
」
、
「
会
員

募
集
」
の
原
稿
締
切
は
掲
載
希
望
月

の
前
月　

日
（
1
月　

日
号
は　

月

10

15

12

5
日
締
切
）で
す
。
1
団
体
に
つ
き
、

会
員
募
集
は
年
度
に
1
回
、
催
し
物

は
年
度
に
4
回
掲
載
で
き
ま
す
。

　

原
稿
は
団
体
登
録
を
行
っ
た
、
各

公
民
館
、
体
育
課
、
各
生
活
文
化
施

設
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
団
体
登

録
を
行
っ
て
い
な
い
社
会
教
育
関
係

団
体
は
、
原
稿
を
生
涯
学
習
課
ま
で

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
市
内

団
体
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
会

員
名
簿
、
規
約
、
総
会
資
料
等
を
あ

わ
せ
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
紙
面
の
都
合
上
原
稿
を
割

愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
や
、
希
望

月
に
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

平
和
っ
て
な
ぁ
に
？

－

平
和
の
郷
コ
ン
サ
ー
ト－

平
尾
9
条
の
会

　

1
人
ひ
と
り
が
暮
ら
し
の
中
で
命

と
平
和
と
音
楽
を
紡
い
で
み
ま
せ
ん

か
。 稲

城
市
ジ
ュ
ニ
ア
育
成

ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
教
室

参
加
者
募
集

稲
城
市
卓
球
連
盟

▼
期
日　

①
7
月　

日
・　

日
・　

14

15

16

日
・　

日
②
7
月　

日
・　

日
、
8

21

28

29

月
1
日
・　

日
・　

日
・　

日
▼
時

13

16

18

間　

①
午
後
3
時　

分
〜
6
時
②
午

40

前
9
時
〜　

時
半
▼
会
場　

総
合
体

11

育
館
▼
対
象　

小
学
生
〜
高
校
生
▼

定
員　
　

人
▼
参
加
費　

無
料
▼
持

50

ち
物　

運
動
着
、
室
内
靴
、タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
ゼ
ッ
ケ
ン
（
記
名
）
と
安

全
ピ
ン
、
ラ
ケ
ッ
ト
▼
申
込
締
切　

7
月
7
日　

▼
申
込
方
法　

住
所
、

（木）

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
緊
急
連
絡
先

を
明
記
し
、
メ
ー
ル
に
て
申
込
み
▼

連
絡
先　

本
城 honjo@

ttv.ne.jp

空
手
で
育
て
よ
う

強
い
身
体 
真
っ
直
ぐ
な
心

平
尾
空
手
の
会

▼
期
日　

毎
週
日
曜
日
▼
時
間　

午

前
9
時
〜
正
午
▼
会
場　

第
三
文
化

セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

5
歳
以
上
▼
会

費　

二
、
〇
〇
〇
円
（
月
額
）
▼
そ

の
他　

見
学
随
時
可
。
兄
弟
割
引
有

り
▼
連
絡
先　

橋
爪
1（　

）1
7
5

350

6

「「
ひひ
ろろ
ばば
」」にに
記記
事事
をを

掲掲
載載
しし
まま
せせ
んん
かか
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「
0
か
ら
1
」
の
発
想
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
前
研
一

そ
う
だ
、
星
を
売
ろ
う　

永
井
孝
尚

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
解
剖
図
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
條
久
美
子

老
後
破
産
は
必
ず
防
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
村
大
次
郎

蜃
気
楼
の
す
べ
て
！

　
　
　
　
　
　

日
本
蜃
気
楼
協
議
会

野
鳥
の
呼
び
名
事
典　
　

大
橋
弘
一

電
力
自
由
化
が
わ
か
る
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
舟
辰
平

仕
事
文
具　
　
　
　
　
　
　

土
橋
正

図
解
決
定
版
す
い
臓
の
病
気
と
最
新

治
療
＆
予
防
法　
　
　

伊
佐
地
秀
司

き
れ
い
に
み
え
る
服　

茅
木
真
知
子

簡
単
魔
法
の
ケ
ー
キ　

Ｓ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ

ま
ま
な
ら
な
い
か
ら
私
と
あ
な
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
井
リ
ョ
ウ

向
田
理
髪
店　
　
　
　
　

奥
田
英
朗

ツ
バ
キ
文
具
店　
　
　
　
　

小
川
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77月 映画会月　映画会
かかいいじじゅゅううたたちちのの
いいるるととこころろ

▽期日　7月2日（土）

▽時間　開場　午後2時
　　　　上映　午後2時15分～（35分）

▽会場　城山体験学習館　視聴覚室

▽対象　児童および保護者　50人（先着順）

☆展示コーナー
「亀会」水彩画作品展
　毎月第3金曜日に城山文化センターで透明水彩画に取り組んでいます。ぜひご覧
ください。加入希望者大歓迎です。

▽期日　6月17日（金）～6月22日（水）（初日は午後1時から、最終日は午後3時まで）
「第九回あすなろ水彩会作品展」
　四季折々の自然の色合い、光と影、これらの内容を、透明水彩絵具で表現いたし
ました。15人で作品数45点。

▽期日　7月1日（金）～7月8日（金）（初日は正午から、最終日は午後3時まで）
「第2回　道の会　十人十色展」
　月に一回、人物・風景画を中心に活動しています。学んできた事を情報交換し合
う自由な雰囲気の会です。

▽期日　7月9日（土）～7月22日（金）（初日は午後1時から）

－感動・ふれあい・ワクワク・ドキドキ－
いなぎ子ども体験塾2016《6月15日（水）より募集開始》

城 山 体 験 学 習 館

申込は、体験館にて申込書を記入の上、参加費をお支払いください。電話でも予約
は受け付けますが、予約日から10日以内に参加費の納入がない場合は、キャンセ
ル扱いになりますので、ご注意ください。

大人体験塾へのお誘い ～今日1日、自分への楽しい時間のプレゼント
◇青渭獅子舞　4回コース

▽日時　7月12日（火）午後6時～8時　青渭獅子舞の紹介
　　　　7月29日（金）午後6時～8時　唄・篠笛の体験
　　　　9月17日（土）午後6時～8時　獅子舞の稽古に参加
　　　　9月25日（日）午後1時半～3時半　獅子頭づくり

▽場所　東長沼自治会館　 ▽参加費　2,000円（4回分）　 ▽持ち物　飲み物

▽団体名　青渭獅子保存会　 ▽募集人数　15人（18歳以上　上限無し）

▽締切　7月9日（土）
〔共通事項〕予約・申込み・問合せ　城山体験学習館

7月のプログラム
募集締切会場日時・対象・定員・参加費行事名
7／3
（日）

城山体験
学習館

7月10日（日）午前10時～午後0時半
小・中学生　16人／500円

楽しいクラフト体験（1）
革細工　ペンケース

7／10
（日）

7月16日（土）午前9時半～午後1時
小・中学生親子　5組／一組500円稲城の虫たち

7月16日（土）午前10時～11時半
小3～小6　20人／600円

アニメ理科実験教室
水ライトを作ろう！

7月17日（日）午前10時～午後0時半
小・中学生　16人／500円

楽しいクラフト体験（2）
木工　ブンブンと独楽

7／17
（日）

7月23日（土）午前9時半～午後0時半
小学生　20人／500円※高学年でも親子制作可

森のアート　夏
森の精霊になろう

上平尾バス停
10時集合
若葉台駅解散

7月23日（土）午前10時～正午
小学生親子　10組／1組・1人500円
※4年生以上1人参加可

稲城まちかど探検隊（2）
上平尾／小田良区画整理地
区探検

城山体験
学習館

7月23日（土）午後2時～4時
小学生以上親子　8組／1組700円（ただし3人の
場合1,000円・4人目以降1人200円）

親子でアフタヌーンティー
にお抹茶を！

7／24
（日）

7月28日（木）午前9時半～正午
小学生　12人／500円※親子制作に限り園児も可

絵本作り
絵巻物を描こう

7月29日（金）午前10時半～正午
小・中学生　10人／200円

たのしい工作（1）
ＰＰバンドでボールを作ろう

7月30日（土）午前10時～正午
小学生　20人／300円　※親子参加可

おりがみの世界
動物のおりがみ

7／30・9／24・10／29・12／17・1／28（土）
午後2時～4時半／年中～小3親子　12組
500円×5回＝2,500円（ＰＣレンタルあり1,000円）

親子で稲城のＣＭ動画を作
ってみよう（5回コース）

7月31日（日）午前10時～正午
小学生以上親子孫　15組
一家族1,000円　材料費1セット300円

親子孫でたのしい〈大道仮
説実験〉講座（2）
モクモク

8月のプログラム（1）　★印は、今年度の新しいプログラムです。
募集締切会場日時・対象・定員・参加費行事名

7／24
（日）

城山体験
学習館

8月1日（月）午後2時～4時
小学生　15人／500円

★フラワーアレンジメント
してみませんか？（1）
手づくり花器で…

8月3日（水）午前10時～午後4時
小4～中学生　10人／500円しの笛を作ろう

8月3・10・17（水）・26（金）・27（土）
午後1時～4時
小3～中学生　15人／1,000円（5回分）

劇を体験してみよう（5回
コース）《劇づくりからミ
ニ発表会まで》

8月4日（木）午前10時～午後0時半
小・中学生　16人／500円

楽しいクラフト体験（3）
工作　マーブリングうちわ

8月6日（土）・7日（日）午前10時～正午
小学生（3年生以上）親子　8組／500円

★バイオリンを弾いてみよ
う（2回コース）
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